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道路建設事業の再評価項目調書

事業名 事業 一般国道 事業 国土交通省
一般国道１９１号萩・三隅道路 区分 （二次改築） 主体 中国地方整備局

はぎ み す み

起終点 自：山口県長門市三隅中 延長
ながと み す みなか

至：山口県萩市椿 １５．２km
はぎ つばき

事業概要

一般国道１９１号は、山口県下 関市から萩市、島根県益田市を経由し広島県広島市に至る延長約２９
やまぐち しものせき はぎ し ま ね ま す だ ひろしま ひろしま

５ｋｍの主要な幹線道路である。

萩・三隅道路は、国道１９１号の現道通行規制区間の代替路を確保するとともに、広域交流を促進す
はぎ み す み

ることを目的とした延長１５．２ｋｍの４車線道路である。
Ｈ４年度事業化 Ｈ４年度都市計画決定 Ｈ６年度用地着手 Ｈ８年度工事着手

全体事業費 １,０５７億円 事業進捗率 ３２％ 供用済延長 －km
計画交通量 １３，６００～１４，０００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １．１ ５２０/１００３ 億円 １０９４/１０９４ 億円 平成１８年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 992/992億円事 業 費：456/940
億円 走行費用減少便益： 69/ 69億円(残事業) ２．１ 維持管理費：63 /63

交通事故減少便益： 32/ 32億円
感度分析の結果 残事業について、感度分析を実施

交通量変動：B/C=2.4（交通量+10%） B/C=1.9（交通量-10%）
事業費変動：B/C=1.9（事業費+10%） B/C=2.3（事業費-10%）

事業の効果等
・緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する
・現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する
・主要な観光地へのアクセス向上が期待される 他１９項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
本道路の整備により、高速交通サービスの提供が可能になるとともに、現国道１９１号の事前通行規

制区間（連続雨量150mm L=8.7km、連続雨量250mm L=1.4km）のリダンダンシーが確保されるため、山
口県知事、萩市長など３市町の首長で構成される国道１９１号整備促進期成同盟会など複数の団体から
強く整備を求められている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
特になし
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成１７年度末時点で、用地買収については約６６％程度が完了。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
三隅ＩＣ～明石ＩＣ間について、平成１９年度の供用を目指し、事業を進めているところである。
施設の構造や工法の変更等
ランプ形状の見直しにより橋梁部を土工部へ構造変更した。橋脚施工の際に新工法を採用し切土量の

削減を図った。建設副産物の発生抑制や再生材利用等により、今後ともコスト縮減に努めることとして
いる。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。



様式１　客観的評価指標による事業採択の前提条件、事業の効果や必要性の確認の状況

事業名 一般国道１９１号　萩・三隅道路

事業主体 中国地方整備局

●事業採択の前提条件を確認するための指標

指　　標 指標チェックの根拠

前提条件 事業の効率性 ■ 便益が費用を上回っている

全事業
費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝1．1　（経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ）＝91億円、経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）＝4.3％）
残事業
費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝2．1　（経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ）＝574億円、経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）＝9.3％）

（指標５４項目中２２項目に該当）

●事業の効果や必要性を評価するための指標

政策目標 指　標　（対象となる指標のみ記載。効果が確認されるものは□を■に変更） 指標チェックの根拠

１．活力 円滑なモビリ
ティの確保

● 現道等の年間渋滞損失時間及び削減率

現道の渋滞損失額が削減
　費用便益分析対象区間について
　　　渋滞損失時間（整備なし）：約578万人・時間/年
　　　渋滞損失削減時間：約178万人・時間（578万人・時間/年⇒400万人・時間/年）

□ 現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

□
現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が10,000台時/日以上の踏切道の除却もしくは交通改善が期待
される

■ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する 青海島線（青海大橋（長門市）～東萩駅（萩市）間：往復６便/日）

□ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる

■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる 長門市～萩石見空港、110分⇒100分

物流効率化の支
援 □ 重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込まれる

■ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性が向上
農林水産業を主体とする地域名：萩市、長門市
　運送業者（長門市）と荷主（萩市）間の流通利便性向上（Ｈ１８．８ヒアリング結果より）

■ 現道等における、総重量25tの車両もしくはISO規格背高海上コンテナ輸送車が通行できない区間を解消する ISO規格背高海上コンテナ輸送車の通行規制、国道１９１号（鎖峠周辺）



１．活力 都市の再生
■ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

萩・長門観光産業の支援
（県観光戦略会議）

□ 広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

□ 中心市街地内で行う事業である

□ 幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内での事業である

□ DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する

□
対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸以上又は16ha以上、大都市においては100戸以上又は5ha
以上)への連絡道路となる

国土・地域ネッ
トワークの構築 ■ 高速自動車国道と並行する自専道（A'路線）としての位置づけ有り 山陰自動車道と並行する自動車専用道路

□ 地域高規格道路の位置づけあり

■ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 対象となる拠点都市：萩市～長門市

■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 対象となる日常活動圏中心都市：萩市～長門市

□ 現道等における交通不能区間を解消する

□ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する

□ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる

個性ある地域の
形成 □ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する

■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する やまぐち国体（Ｈ23開催予定）　競技場へのアクセス支援

■ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される

萩市～長門市間の所要時間：35分⇒25分
アクセス向上が期待される観光地名：（入り込み客数はＨ17）
　【萩市】　道の駅萩しーまーと：133万人/年、松陰神社：54万人/年
　【長門市】湯本温泉：66万人/年、青海島：28万人/年　　　　　　　　等

□ 特別立法に基づく事業である

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

□
歴史的景観を活かした道路整備や中心商店街のシンボル的な道路整備等、特色あるまちづくりに資する事業
である

２．暮らし 歩行者･自転車
のための生活空
間の形成

□
自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行者交通量が500人/日以上の全てに該
当する区間において、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行者・自転車の通行の快適・安
全性の向上が期待できる

□
交通バリアフリー法における道路特定事業に位置付けがある、または、交通バリアフリー法に基づく重点整
備地区における特定経路を形成する区間が新たにバリアフリー化される

無電柱化による
美しい町並みの
形成

□ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけ有り

□
市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的建造物保存地区）の幹線道路において新
たに無電柱化を達成する

安全で安心でき
るくらしの確保 □ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる



３．安全 安全な生活環境
の確保 □

現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少、歩道の設置又
は線形不良区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる

□
当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上（当該区間が通学路である場合は500台/12h以上）かつ歩行者交
通量100人/日以上（当該区間が通学路である場合は学童、園児が40人/日以上）の場合、又は歩行者交通量
500人/日以上の場合において、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される

災害への備え
□ 近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路寸断で孤立化する集落を解消する

■
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置
づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）とし
て位置づけあり

「山口県緊急輸送道路ネットワーク計画」（Ｈ9.3）　第１次緊急輸送道路に指定（国道１９１号）

■ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する 代替する緊急輸送道路路線名：国道１９１号（萩～三隅）

■ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する（A'路線としての位置づけがある場合） 山陰自動車道と並行する自動車専用道路

■
現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁における通行規制等が解消さ
れる

並行する国道191号に、要防災対策箇所あり（８箇所）

■ 現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する 異常気象時通行規制区間（三隅～三見）　連続雨量150ｍｍ区間：8.7㎞、連続雨量250ｍｍ区間：1.4㎞

□ 避難路へ1km以内で到達できる地区が新たに増加する

□ 幅員6m以上の道路がないため消火活動が出来ない地区が解消する

□ 密集市街地における事業で火災時の延焼遮断帯の役割を果たす

４．環境 地球環境の保全
● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

評価対象区間：国道191号（萩～三隅）、及び萩・三隅道路（萩～三隅）
ＣＯ２排出削減量：約3千t/年（整備なし：2.6万ｔ/年⇒整備あり：2.3万ｔ/年・・・約12％削減）

生活環境の改
善・保全

● 現道等における自動車からのNO2排出削減率
評価対象区間：国道191号（萩～三隅）、及び萩・三隅道路（萩～三隅）
排出削減量：約8t／年（整備なし：101ｔ/年⇒整備あり：93ｔ/年・・・約8％削減）

● 現道等における自動車からのSPM排出削減率
評価対象区間：国道191号（萩～三隅）、及び萩・三隅道路（萩～三隅）
排出削減量：3t／年（整備なし：10ｔ/年⇒整備あり：7ｔ/年・・・約30％削減

□
現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待され
る区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

５．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと
の関係 ■ 道路の整備に関するプログラム又は都市計画道路整備プログラムに位置づけられている 「道路の整備に関するプログラム」（Ｈ16.6　山口県）に位置付け

□ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり

■ 他機関との連携プログラムに位置づけられている
「JOYROADPLAN」（山口県）
県観光戦略会議

■ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が見込まれる 平面・縦断線形の不良区間の解消



一般国道一般国道１９１１９１号号萩・三隅道路萩・三隅道路

事業事業再再評価評価

はぎはぎ み す みみ す み

平成１９年１月

国土交通省 中国地方整備局
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延 長 Ｌ＝15.2ｋｍ 
起 点 山口県長門市三隅中 
終 点 山口県萩市椿 

設計速度 80ｋｍ/ｈ 構造規格

標準幅員 20．5ｍ 
道路規格 第１種第３級 
車 線 数 ４車線 
事 業 費 完成 約１，０５７億円 

 暫定 約  ７８０億円 

やまぐちけんはぎしつばき

やまぐちけん み す み な かな が と し

【計画概要】

事業の概要 概要

１.現道の線形不良区間の解消
・多数ある現道の平面･縦断線形不良区間を解消する

・現道の高さ制限車両(背高コンテナ)通行不可区間を解消する

２.現道の事前通行規制区間の解消
・現道の異常気象時事前通行規制区間のリダンダンシーを確保する

３.都市間連携の強化
・拠点都市萩市～長門市間のアクセスが向上し、観光周遊時の

利便性が向上する
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 三隅 IC～明石 IC 明石 IC～三見 IC 三見 IC～萩 IC  

L＝7.1km L＝2.4km L＝5.7km  

都市計画決定(平成４年８月 21 日)   
平成 ４年度

事業化   

平成 ６年度 用地着手   

平成 ８年度 工事着手   

平成１７年度  工区延伸  

平成１８年度  用地着手  

完成事業費 約７５８億円 約２９９億円 合計 約１，０５７億円

暫定事業費 約５６０億円 約２２０億円 合計   約７８０億円
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事業の経緯 概要
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終
点

山
口
県
萩
市
椿

は
ぎ
し
つ
ば
き

起
点

山
口
県
長
門
市
三
隅
中

な

が

と

し

み

す

み

な

か

飯井第一橋

飯井第一トンネル

飯井第二トンネル

＜飯井第一橋周辺の状況＞

至三隅至三隅ICIC

飯井第一トンネル飯井第一トンネル

至明石至明石ICIC

飯井第一橋飯井第一橋

(H18年2月撮影)

①三隅川橋から三隅ﾄﾝﾈﾙ
起点側を望む

②飯井第1橋（飯井第2ﾄﾝﾈﾙか
ら飯井第1ﾄﾝﾈﾙ方面を望む)

(H18年11月撮影)(H18年11月撮影)

至下関至下関

至
萩
至
萩

三隅三隅ICIC

191

三隅川三隅川

三隅川橋三隅川橋

三隅トンネル三隅トンネル

至明石至明石ICIC

(H18年2月撮影)

(仮称)
三見IC
さ んみ

(仮称)
三隅IC
みすみ

(仮称)
明石IC
あけいし

(仮称)
萩IC
はぎ

いい

事業の進捗状況 概要

＜三隅IC周辺の状況＞
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町
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田
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川

町
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つ
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村

須

佐

町

川

上

村

通勤 通学

1918

707
552 505 423

222 171
85 78 76
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0

500

1000

1500

2000

三

隅

町

萩

市

油

谷

町

美

祢

市

山

口

市

下

関

市

豊

北

町

宇

部

市

小

野

田

市

日

置

町

通勤 通学

注)･H11センサスマスター
ODより集計
･H11時点の市町村単位
で集計
･萩市、長門市内々交通
を除く

萩～長門間は、
通勤・通学目的
の自動車交通の
結びつきが強い

・山口県の山陰地域は、山陽地域の都市と比較すると、公共交通・道路事情とも選択肢がない

・萩～長門間の移動は、山陽側の都市間の移動に比べ時間を要する

長
門 萩

山
口

(

新
山
口
駅)

周
南

＜山陰側の萩～長門間と山陽側の山口～周南間の所要時間＞

Ｌ＝２４ｋｍ

Ｌ＝４４ｋｍ

約１８分

約３２分

■鉄道利用

長
門 萩

Ｌ＝２６ｋｍ

Ｌ＝５３ｋｍ

約４３分

約３５分

■道路利用

萩～長門間は、距離は約半分だが、単線の
在来線しかないため時間は約２倍要する

萩～長門間は、距離は約半分だが、高規格な路線
がないため所要時間は大差がない（約０．８倍）

山陽自動車道

山陰本線（単線） ２０便/日
平均 １便/ｈ

山陽新幹線 ５９便/日
平均 ３便/ｈ

国道１９１号

長門市からの
通勤・通学先

萩市からの
通勤・通学先

山陰本線

山陽本線

山陽自動車道

中国自動車道

山陽新幹線

萩～長門間の自動車交通の結びつき

山口県山陰地域の脆弱な交通事情 現況

山
口

周
南

注）・市役所及びＪＲ駅間を対象
・鉄道便数は片道＝１便で計上
・道路の所要時間はH11センサスﾋﾟｰｸ時旅行速度より算定
・鉄道の所要時間は｢時刻表 中国版｣（2006年秋号）より算定



国道１９１号の現況(線形不良) 現況

・国道191号現道区間には、鎖峠をはじめ、平面線形･縦断線形の不良箇所が多数存在し、中国地方の直轄

国道全体でもトップクラスの交通難所となっている

くさりとうげ

縦断線形不良箇所

縦断勾配ｉ＝５％以上
国道191号区間①：10.7箇所/km
(中国管内のワースト２位)

国道191号区間②：3.5箇所/km
(中国管内のワースト７位)

3.5

10.7

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

平面線形不良箇所

3.8
4.3

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

平面線形Ｒ＝１５０ｍ以下
国道191号区間①：4.3箇所/km
(中国管内のワースト４位)

国道191号区間②：3.8箇所/km
(中国管内のワースト５位)

(仮称)
三見IC
さ んみ

(仮称)
明石IC
あけいし

線形不良区間（国道191号）

平面線形不良箇所(R≦150）

縦断線形不良箇所(i≧5%)

要防災対策箇所

凡例

萩市三見字柱木

鎖
峠
鎖
峠

i=8.3～9.0％

R=50m

R=50m

i=8.7～9.1％

i=15.9％

i=8.2％

i=8.1～8.2％

i=8.1％
i=8.8％

i=8.1～8.4％

i=8.1％

(仮称)
三隅IC
みすみ

(仮称)
萩IC
はぎ

注)R･･･平面曲線半径
i･･･縦断勾配

R=50m

R=40m

国道191号
区間②

国道191号
区間①

平面線形不良箇所密度
中国管内のワースト４位
縦断線形不良箇所密度
中国管内のワースト２位

▲中国管内直轄国道(約1600km 全390区間)
平面線形不良箇所ワースト10

▲中国管内直轄国道(約1600km 全390区間)
縦断線形不良箇所ワースト10

平均
0.6箇所

(箇所)

(箇所)

［１kmあたりの不良個所数
(センサス区間毎)］

平均
0.4箇所

鳥
取
国
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下
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萩
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島
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萩
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鳥
取
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9

鳥
取
国
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号

53

山
口
市
国
道

号

9

島
根
国
道

号

9

萩
市
国
道

号

191

広
島
国
道

号

54

下
松
市
国
道

号

188

宇
部
市
国
道

号

2

(

観
測
点)

(

観
測
点)

国道191号区間①

［１kmあたりの不良個所数
(センサス区間毎)］

国道191号区間②

国道191号区間①

国道191号区間②

平面線形不良箇所密度
中国管内のワースト５位
縦断線形不良箇所密度
中国管内のワースト７位



国道１９１号の現況(交通事故) 現況

・現道国道191号の死傷事故率は、最大で110件/億台㌔（冬期：198件/億台㌔）であり、全国平均（48.2

件/億台㌔)に比べ約２倍（冬期：約４倍）となっている

・特に冬期での線形不良箇所の事故が多い傾向にある

0

50

100

150

200

（件/億台㌔）

三
隅
IC 鎖

峠

三
見
IC

（箇所/0.5km)

10

20

10.0

7.0

4.0 9.0

33.0

41.0 9.0

39.0

34.0

34.0

6.0

4.0

2.0

4.0

2.0

1.0

6.0

7.0 36.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

対象区間
(冬期)

対象区間

山口県

（％）

正面衝突 衝突（防護柵等） 追越・追抜時
追突（通行中） 追突（駐･停車中） 出会頭
その他

平面線形不良箇所(R≦150）

縦断線形不良箇所(i≧5%)

凡例

注）・事故データは平成13～16年交通事故統合データ(直轄国道のみ：冬期は12月～3月)
・全国値は、H13～H15の単路部平均
・線形不良箇所は、平面線形不良：R≦150m、縦断線形不良：i≧5％を対象

冬期積雪

死
傷
事
故
率

線
形
不
良
箇
所
数

▲事故類型別死傷事故件数(年間)

全国平均

特に冬期は正面衝突の割合が増加

※対象区間･･･国道191号三隅～萩間
※事故データは平成13年～平成16年交通事故統合データ（直轄国道のみ）

 凡   例 

死傷事故率（年間） 
死傷事故率（冬期） 
平面線形不良箇所  
縦断線形不良箇所  

線形不良区間での
死傷事故率が高い

(特に冬期)

線形不良区間での
死傷事故率が高い

(特に冬期)

(仮称)
三見IC
さ んみ

(仮称)
三隅IC
みすみ (仮称)

明石IC
あけいし

(仮称)
萩IC
はぎ

線形不良区間

線形不良による
正面衝突や防護柵等衝突事故が多い

▲国道191号500ｍピッチ死傷事故率(単路部)



国道１９１号の現況(通行止め) 現況

・国道191号現道部には、L=10.1kmの事前通行規制区間が存在（連続雨量150mm：L=8.7km,250mmL=1.4km）

し、要防災対策箇所も８箇所存在する

・全面通行止め時間は過去15年間で約205時間であり、萩～長門間を往来する際の障害となっている

 通行規制時間 発生
年度

件数 概要 
全面通行止め 片側交互通行 

Ｈ３ 2 雨量オーバー 7 時間  

 雨量オーバー 5 時間  

Ｈ４ 1 災害(崩落) 99 時間  

Ｈ５ 1 災害(崩落)  5 時間 55 分 

Ｈ６ - - -  

Ｈ７ 3 雨量オーバー 13 時間 50 分  

 雨量オーバー 32 時間  

 災害(積雪) 1 時間 10 分  

Ｈ８ - - -  

Ｈ９ 1 雨量オーバー 3 時間 30 分  

Ｈ10 - - -  

Ｈ11 3 災害(落石等) 10 時間 0 分  

 雨量オーバー 7 時間 0 分  

 災害(積雪)  2 時間 55 分 

Ｈ12 1 災害(崩落)  約 18 日間 

Ｈ13 - - -  

Ｈ14 1 災害(積雪) 20 分  

Ｈ15 - - -  

Ｈ16 4 事故 55 分 45 分 

 事故  1 時間 0 分 

 災害(倒木)  4 時間 10 分 

 雨量オーバー 12 時間 25 分  

Ｈ17 2 事故 1 時間 30 分  

 雨量オーバー 11 時間 38 分  

合計 19  205 時間 18 分 446 時間 45 分 

 資料)国土交通省山口河川国道事務所

連続雨量
250mm
通行止

L=1.4km

連続雨量
150mm
通行止

H11.9.22 山口新聞

事前通行規制区間での通行不能状況 (国道191号)

雨量超過による
事前通行規制が
８件/15年発生

（H11.9.21撮影）

鎖峠

連続雨量150mm通行止

L=8.7km

通行止め箇所

(H３～H17:事前通行規制除く)

要防災対策箇所

凡例

(仮称)
三見IC
さ んみ

(仮称)
三隅IC
みすみ

(仮称)
明石IC
あけいし

(仮称)
萩IC
はぎ

○大雨、積雪等による通行規制は大幅な迂回を伴うなど、
業務に支障を及ぼす恐れがあります。

○一定量の雨や災害により、よく通行止めになりますが、
その場合はほとんど運休としています。

（長門市消防本部）

（バス事業者）

消防本部、バス事業者の声

くさりとうげ



【安全な生活環境の確保】死傷事故の削減 整備効果

134

16

0 50 100 150 200

整備有

整備無

(件/年)

国道191号現道部の
死傷事故件数の減少効果

国道191号現道部の
死傷事故件数の減少効果

注)H42交通量推計結果をもとに算出
(交通事故減少便益単位の改定案について H15.3 国土交通省)

区間
延長

平均
交通量

死傷
事故件数

死傷
事故率

（㎞） （台/日） （件/年） （件/億台㎞）

高速道路 自専道 ２車線 28.1 5400 3 5.43
４車線 226.8 15000 104 8.35

一般国道 自専道 ２車線 4.8 17500 0 0
（直轄のみ） ４車線 8.9 30400 10 10.14

一般道 ２車線 929.6 9000 1495 49.14
４車線 118.9 33400 1214 83.76

自専道　平均 - 268.6 14600 117 8.19
一般道　平均 - 1048.5 11700 2709 60.31

注）H17センサス（山口県）データを基に集計

－参考：安全性の高い自動車専用道路－
▼自専道･一般道別の死傷事故率比較

事故の発生 鎖峠周辺（国道191号）

（H17.10.13撮影）

▲国道191号交通事故発生状況

凡 例

死傷事故発生箇所

(H13～H16)

5件以上

2件以上

1件以上

重大事故

注)事故データは平成13年～16年交通事故統合データ

(仮称)
三見IC
さ んみ

(仮称)
三隅IC
みすみ

(仮称)
明石IC
あけいし

(仮称)
萩IC
はぎ

９割減少

自専道の死傷事故率は
一般道の１割程度

自専道の死傷事故率は
一般道の１割程度

長門市三隅町大字三隅上

線形不良区間

萩市三見字柴尾

線形不良区間線形不良区間

萩市三見字柱木

・自動車専用道路である萩･三隅道路の整備により国道191号現道部の交通量が転換し、現道区間の死傷事

故件数の減少が期待される



災害時の代替路の確保 整備効果
【災害への備え】
【物流効率化の支援】

・萩･三隅道路により、現道と相互に代替機能を有することで、道路網の信頼性・定時性が向上する

・国道191号通行止め時の迂回時間を約35分削減するなど、物流や地域の生活利便性向上が期待される

・現道には高さ不足で背高コンテナの通れない榎谷トンネル、白拍子トンネル、鎖坂トンネルが存在する
えのきだに しらびょうし くさりざか

R191通行止め時の時間迂回率
1.7⇒0.7

R191通行止め時の時間迂回率
1.7⇒0.7

迂回路

写真A

写真B

▲迂回時間の短縮(長門市役所～萩市役所間)

約50km

約26km

▲国道191号の迂回

(一)明木美東線

(主)萩三隅線

(

主)
小
郡
三
隅
線

(

主)

萩
秋
芳
線

約25km 注）萩･三隅道路は80km/ｈ、その他はH11セン
サスピーク時旅行速度により算出

大型車は、
通行が困難

大型車は、
通行が困難

写真B (一)明木美東線

▲重さ･高さ指定道路のネットワーク化

写真A (主)萩三隅線

490

60

25

35

25

【R191通行止時】【通常時】

分分

分 分

R191経由 (主)小郡三隅線等経由

現在

萩･三隅道路
整備後

26km

25km 25km

50km

凡 例

萩･三隅道路利用

Ｒ191利用

現在の迂回路

高さ指定道路無し

重さ･高さ指定道路
重さ指定道路
高さ指定道路
特殊車両通行不可

凡例

■車両の通行制限

高さ指定道路無し

一般道路の
制限基準値

指定道路の
制限基準値

総重量 20ﾄﾝ 最大 44ﾄﾝ

高さ 3.8ｍ 4.1ｍ

国道191号
萩･三隅道路
L ＝ 15.2km

国道191号現道部には
背高コンテナの

通れないトンネルが存在

特殊車両の通行可能道路が
ネットワーク化

特殊車両の通行可能道路が
ネットワーク化

事前通行規制区間

L=10.1km

 
 延長 

所要 

時間 

距離 

迂回率

時間 

迂回率

現道利用 26 ㎞ 35 分 ― ― 

迂回路経由 50 ㎞ 60 分 1.9 1.7 

萩・三隅道路経由 25 ㎞ 25 分 1.0 0.7 

(仮称)
三見IC
さ んみ

(仮称)三隅IC
みすみ

(仮称)
明石IC
あけいし

(仮称)
萩IC
はぎ

お
ご
お
り
み
す
み

は
ぎ
し
ゅ
う
ほ
う

榎谷トンネル
えのきだに



0

20

40

60

80

100

120

140

道

の
駅

「
萩

し
ー

ま

ー

と

」

湯

田

温

泉

秋

芳

洞

・
秋

吉

台

錦

帯

橋

湯

本

温

泉

道

の
駅

仁

保

の
郷

水

族

館

（
海

響

館

）

防

府

天

満

宮

松

陰

神

社

香

山

公

園

・
洞

春

寺

長

門

峡

き

ら

ら

ス
ポ

ー

ツ
交

流

公

園

川

棚

温

泉

山

口

情

報

芸

術

セ

ン

タ
ー

笠

戸

島

ロ
ー

プ
ウ

ェ
イ

青

海

島

（
観

光

船

・
く

じ
ら

資

料

館

他

）

シ

ロ

ヘ
ビ

観

覧

所

周

南

市

徳

山

動

物

園

冠

山

総

合

公

園

阿

武

町

「
道

の
駅

」

と
き

わ

公

園

(万人/年）
１位 ２２位

133万人/年
（1位）

54万人/年
（9位）

28万人/年
（17位）
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66万人/年
（5位）

22位

国道191号萩･三隅道路
L=15.2km

山口宇部空港

JR新山口駅

現況
萩・三隅道路整備後

注）H17ネットワークを元に、萩・三隅道路

（V=80km/ｈ）あり・なしによる交通シミ

ュレーション結果より算定

萩市30分圏

萩市からの
30分到達可能範
囲に、新たに湯
本温泉、青海島

が含まれる

お う み

・萩市、長門市には｢道の駅 萩しーまーと｣、｢湯本温泉｣、｢松陰神社｣といった主要な観光地が集中して

いる

・萩・三隅道路の整備により、萩～長門間の観光周遊の際の移動時間短縮が期待される

▲山口県内の主な観光地

▲山口県の
観光ツアー内訳

資料）｢山口県観光客動態調査｣

 

23%

48%

29%

山山口口県県内内ツツアアーーのの約約7711％％がが  
萩萩･･長長門門関関連連  

66件 

萩･長門ともに 
含むツアー 

萩か長門を 
含むツアー 

その他の 
ツアー 

注）･船上ツアーを除く
･旅行会社Ｊホームページ調べ

(H18.5.30)

▲主要観光地間の所要時間(分) 

萩市の主要観光地

約３５分

約２５分

〔現況〕

〔萩･三隅道路経由時〕長
門
長
門

長門市の主要観光地

湯本温泉

青海島

萩しーま－と

松陰神社

連携
強化

萩萩
約10分

の短縮

注)・萩･三隅道路は80km/h、その他はH11センサスピーク時旅行速度により算出
・計測ルートは、萩･三隅道路、国道191号及び国道262号(萩市役所間)

観光協会、バス事業者の声

○広域ネットワーク化により、観光客増に期待
しています。

○萩・三隅道路に路線バスを運行するかは未定
ですが、時間短縮に期待しています。

（バス事業者）

（萩市観光協会）

ゆもと しょういん

【個性のある地域の形成】観光地へのアクセス向上 整備効果



約０．６億円のコスト縮減約０．６億円のコスト縮減

■急傾斜地の橋梁下部工事に
竹割り型構造物掘削工法を採用

（飯井第一橋下部工事他）
・地山の掘削面積を最小限に抑えられるため、

自然環境に与える影響が小さくできる。
・長大な人工斜面の維持・管理費が不要。

従来工法

リングビ－ム

吹付コンクリ－ト

新工法

コスト縮減に関する取り組み その他

約０．４億円のコスト縮減約０．４億円のコスト縮減

■道路排水工に高耐圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管を採用
（明石改良工事）

・従来工法のボックスカルバートから変更
・軽量で簡易な継ぎ手であるため、施工性に富み、施工日数が短縮し、
施工費が縮減。

約１億円のコスト縮減約１億円のコスト縮減

■トンネル坑口に斜め坑口を採用
（飯井第２トンネル、明石第１トンネル工事）

・谷側において大規模な置き換え基礎と支持杭が不要となるため、
施工費が縮減。

【トランペット型】【トランペット型】

■ＩＣ形状の変更 （萩ＩＣ）
トランペットからダイヤモンドへ
・用地費の削減（115,000m2⇒56,000m2 6.7億円縮減）
・ＩＣ形状の見直しに伴い、橋梁区間（368m）を盛土構造

に変更 等 （工事費 17.7億円縮減）

約２４．４億円のコスト縮減
（暫定形での比較）

約２４．４億円のコスト縮減
（暫定形での比較）

形式
変更

【ダイヤモンド型】【ダイヤモンド型】

橋梁部
トンネル
土工部

切土
盛土

凡例



便益
（B)

費用
(C)

基準年

(H18)

暫定供用

残事業費

事業費

暫定分維持管理費

完成分維持管理費

完成供用便益

事業の投資効果
項目 残事業 全体事業 

費用（Ｃ） 520 1003 

事業費（億円） 456 940  

維持管理費（億円）  63  63 

便益額（Ｂ） 1094 

走行時間短縮便益（億円）  992 

走行経費減少便益（億円）   69 

 

交通事故減少便益（億円）   32 

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 2.1 1.1 

便益計測対象項目 内容 

走行時間短縮便益 
道路整備により、周辺道路も含めた走行時間が短縮される効

果を貨幣価値として計測する。 

走行経費減少便益 

道路整備によって混雑の緩和等走行条件が改善されることに

よる走行するために必要な費用の減少量として計測する。走

行費用には燃料費、オイル費、タイヤ･チューブ費、車両費、

車両償却費等が含まれる。 

交通事故減少便益 

道路整備によって周辺道路の交通量が減少することに伴う交

通事故による社会的損失の減少を貨幣価値として計測する。

交通事故の社会的な損失には運転者、同乗者、歩行者に関す

る人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構造物に

関する物的損害額、事故渋滞による損失額が含まれる。 

費用便益比の算出条件 

走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故減少便益

            事業費＋維持管理費 

適用マニュアル：｢費用便益分析マニュアル｣ 

（平成１５年８月：国土交通省道路局 都市･地域整備局）

基準年次：平成１８年 

検討年数：供用後４０年 

事業費 ：現在価値事業費＝単純運価値事業費×割戻率 

便益  ：・道路整備前後における、 

①走行時間の価値②走行経費③交通事故損失額 の差 

・上記金額は、OD(H11センサス)、H11実測交通量により推計した

交通量を用いて算出 

     ・部分供用時に発生する便益も含めて算出 

費用及び便益額等については、平成１８年度の価値に換算 

（現在価値算出のための社会的割引率：４％） 

Ｂ／Ｃ＝ 

Ｂ/Ｃ

現在価値への換算イメージ注）費用及便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

凡例 

現在価値換算による増減 
：便益        ：便益の減少分 
：事業費       ：費用の増加分 
：維持管理費     ：費用減少分 
 

※残事業/全事業 

【事業費】 ：645/1057億円 【維持管理費】 ：222/222億円
【現在価値】：456/ 940億円 【現在価値】 ： 63/ 63億円

【総便益】 ：3449/3449億円
【現在価値】：1094/1094億円



今後の対応方針

め い り ん

◆萩･三隅道路は、

①現道の線形不良区間の解消及び死傷事故削減に寄与

②現道の事前通行規制区間の解消に寄与

③都市間連携の強化を支援

◆萩･三隅道路整備の費用便益比は、２.１(残事業)、１.１(事業全体)

◆萩･三隅道路は、

①現道の線形不良区間の解消及び死傷事故削減に寄与

②現道の事前通行規制区間の解消に寄与

③都市間連携の強化を支援

◆萩･三隅道路整備の費用便益比は、２.１(残事業)、１.１(事業全体)

萩･三隅道路は、今後も事業継続していくことが妥当萩･三隅道路は、今後も事業継続していくことが妥当




